



Ａ県 2市の公立中学校 1年生における 
いじめ認識に関する検討
中村 豊 1）　黒木 幸敏 2）
要旨：本論文は、2 つの教育実践研究からなる。まず、研究 1 では「中学生より高校生の方がいじめ認
識は高いだろう」という仮説を立て、中学 1年生及び高校生 1年生を対象とした共通題材による授業を実
施し、授業内における生徒のいじめ認識についてχ2 検定と KJ 法による分析を行った。その結果、中学 1
年生と高校 1年生のいじめ認識の差は少なく、題材の 3場面では女子の方がいじめ認識の高い傾向が見ら









である。表 1 に示した通り、2013 年以降も「いじめ自殺」は続いており、最も多いのは中学校となって
いる。
表 1　いじめ自殺（学校から報告のあったもの）
年度 小学校 中学校 高等学校 合計(人)
2010年 0 4 0 4
2011年 0 4 0 4
2012年 0 5 1 6
2013年 0 7 2 9
2014年 0 3 2 5
2015年 1 5 3 9
2016年 0 8 2 10



























< いじめは差別 > という視点から、< いじめを見抜く眼の育成 > を目指した生徒のいじめの認識の向上を
図る授業を考案し、いじめ行為を防止できる集団づくりをねらいとした教育実践を積み重ねてきた。具体
的には、A 県 B 市の C 中学校において X 年から X+3 年まで行われた。この実践はいじめ防止対策推進法
制定以前である。また、第 2 筆者により実践された A 県立高校での実践は X+7 年であり、いじめ防止対
策推進法制定以降である。




























の通りである。場面 1「無視するいじめ」、場面 2「動作が遅い子へのいじめ」、場面 3「遊びを装ったい
じめ」、場面 4「優等生へのいじめ」、場面 5「不真面目な生徒へのいじめ」、場面 6「合理的なルールに対
する誤解」。








本調査対象生徒は、次の通りである。X 年度は、C 中学校 96名（男子 45 名、女子 51名）、X+1年度は、
C 中学校 57 名（男子 25 名、女子 32 名）、X+2 年度は、C 中学校 74 名（男子 38 名、女子 36 名）、X+3 年
度は、C 中学校 72 名（男子 36 名、女子 36 名）、X+7 年度は、高校 193 名（男子 95 名、女子 98 名）であ
る。
表 2　いじめ認識アンケート調査対象人数
年度 学校 男子 女子 合計（人）
X年 C中学校1年生 45 51 96
X+1年 C中学校1年生 25 32 57
X+２年 C中学校1年生 38 36 74
X+３年 C中学校1年生 36 36 72
X+7年 高校1年生 95 98 193
239 253 492合計
（4）いじめ認識アンケートの分析について
いじめ認識アンケートは、場面 1 ～場面 6 毎に X 年～ X+7 年までの各年度における全体及び男女別の
正答率を 3件法により整理し、χ2乗検定を行った。
2．研究 2
X+3 年から X+7年に第 1筆者により D 市の中学校で実践された「いじめ予防プログラム」の授業は、「い
じめって何だろう」の演題で「道徳の時間」として位置付けられ、100 分授業として実施された。実施時
期は 6月から 9月、対象学年は中学 1年生である。授業は、昼食後の午後に体育館を会場とし、第 1筆者





場面 1 から場面 6 の解答の正誤状況について、C 中学校は X 年から X+3 年までの 4 年間の総計、高校




その結果、中学 1 年生と高校 1 年生の正答率の差で有意な差が見られたのは、場面 1 （p<.00）、場面 3 
（p<.01）、場面 5 （p<.00）であった。
中学 1年生と高校 1年生の男女別の正答率と誤答率の結果において有意な差が見られたのは、男子では、
場面 1（p<.00）、場面 2（p<.05）、場面 4（p<.01）であり、女子では、場面 3 （p<.05）、場面 4 （p<.05）、
場面 5（p<.01）であった。
表 3　中学 1年生と高校 1年生の正答率比較
ア イ ウ 合計(人) χ2値 ｐ
中学1年生 19 52 228 299
高校1年生 20 57 116 193
合計(人) 39 109 344 492
中学1年生 3 33 263 299
高校1年生 6 15 172 193
合計(人) 9 48 435 492
中学1年生 34 176 89 299
高校1年生 10 107 76 193
合計(人) 44 283 165 492
中学1年生 24 24 251 299
高校1年生 18 22 153 193
合計(人) 42 46 404 492
中学1年生 160 24 115 299
高校1年生 52 68 73 193
合計(人) 212 92 188 492
中学1年生 28 171 100 299
高校1年生 24 90 79 193
合計(人) 52 261 179 492
場面１







表 4　中学 1年生と高校 1年生の男女別正答率比較
ア イ　 ウ:正解 合計(人) χ2値 p ア イ　 ウ:正解 合計(人) χ2値 p
中学生男子 10 25 109 144 中学生女子 9 27 119 155
高校生男子 14 32 49 95 高校生女子 6 25 67 98
合計(人) 24 57 158 239 合計(人) 15 52 186 253
中学生男子 0 15 129 144 中学生女子 3 18 134 155
高校生男子 5 10 80 95 高校生女子 1 5 92 98
合計(人) 5 25 209 239 合計(人) 4 23 226 253
中学生男子 20 89 35 144 中学生女子 14 87 54 155
高校生男子 9 50 36 95 高校生女子 1 57 40 98
合計(人) 29 139 71 239 合計(人) 15 144 94 253
中学生男子 6 11 127 144 中学生女子 18 13 124 155
高校生男子 14 8 73 95 高校生女子 4 14 80 98
合計(人) 20 19 200 239 合計(人) 22 27 204 253
中学生男子 77 11 56 144 中学生女子 83 13 59 155
高校生男子 42 16 37 95 高校生女子 10 52 36 98
合計(人) 119 27 93 239 合計(人) 93 65 95 253
中学生男子 19 76 49 144 中学生女子 9 95 51 155
高校生男子 14 38 43 95 高校生女子 10 52 36 98
合計(人) 33 114 92 239 合計(人) 19 147 87 253





















生 76.3％、高校 1年生は 60.1％であり中学生の方が高校生よりも有意に正答率が高い。場面 3の「遊びを
装ったいじめ」では中学生 29.8％、高校生 39.4％であり、中学生よりも高校生の正答率が有意に高い。場
面 5の「不合理的なルールに対する誤解」では中学生 38.5％、高校生 37.8％で有意な差が見られ中学生は
53.5％が「部活のルールでいじめではない」と回答した。
次に、中学生と高校生の男女別の正答率について有意な差が見られた場面について述べる。
男子では、場面 1 の「無視するいじめ」（p<.00）、場面 2 の「動作が遅い子へのいじめ」（p<.05）、場面
4 の「優等生へのいじめ」（p<.01）で有意な差が見られた。場面 1 では中学生 75.7％、高校生 51.6％であ
り中学生の正答率が高い。場面 2では中学生 89.6％、高校生 84.2％であり、中学生の正答率が高い。場面
4では中学生 88.2％、高校生 76.8％であり、中学生の方が高校生よりも正答率が高い。
女子では、場面 3 の「遊びを装ったいじめ」（p<.05）、場面 4 の「優等生へのいじめ」（p<.05）、場面 5
の「不真面目な生徒へのいじめ」（p<.01）で有意な差が見られた。場面 3 では中学生 34.8％、高校生
40.8％で高校生の正答率が高い。場面 4 では中学生 80.0％、高校生 81.6％で高校生の正答率が高い。場面
5では中学生 38.1％、高校生 36.7％であり中学生の正答率が高い。
2．研究 2
第 1 筆者が実施した授業「いじめって何だろう」は 5 年間で延べ 18 校である。中学校の規模は、在籍
生徒数 1000人を超える大規模校（4校）、400人から 800人程度の中規模校（12校）、300人以下の小規模











































































P と Q には、これまでの素直ないじめ観が語られている。また、いじめ認識を新たにしたことで、自ら
の言動の見直しを含めたいじめ防止の態度が形成されていると読むことができる。
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